
 

 

別 紙 
ＫＶＭによるベンチャー投資の実施概要 

 

１．ベンチャー投資基本方針の概要 

項  目 直接投資 間接投資 

投資目的 

ベンチャー企業の革新的な 

技術・ビジネスモデルと 

当社グループ経営資源の活用に

よる事業機会創出 

ベンチャー企業の技術・ 

ビジネスモデル等の幅広い 

情報収集等 

投資対象 個別のベンチャー企業 ベンチャーキャピタルファンド 

投資領域 
総合エネルギー、情報通信、不動産・暮らし分野において 

革新的な技術やビジネスモデル等を有するベンチャー企業 

投資主体 関電ベンチャーマネジメント株式会社 

投資枠等※ ５０億円 
※投資枠と諸経費などを含めた合計金額 

 

２．ベンチャー投資の仕組み 

・社内ベンチャーへの投資主体であった 

「関電ベンチャーマネジメント株式会社 

（ＫＶＭ）」に、社外ベンチャー企業への 

投資主体の役割を追加。 

  

 

 

 

３．ＫＶＭへの増資の概要 

 引受金額：５０億円 

 引受株数：１００，０００株（１株５万円） 

 払込時期：平成３０年４月以降、資金需要に応じ順次 

 現在 増資後 

資本金等 １．６５億円 ５１．６５億円 

株式持分比率 当社：７５．７６％

グループ会社：２４．２４％

    当社：９７．８２％

グループ会社： ２．１８％

 

４．ＫＶＭの概要 

 会 社 名：関電ベンチャーマネジメント株式会社 

 資 本 金：１億円 

 所 在 地：大阪市北区中之島３丁目６番１６号（関西電力株式会社本店社内） 

 代 表 者：森本 孝 

 設  立：１９９８年９月 

 事業内容：社内ベンチャーに対する投資等 


